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私は昭和４８年精神科を開業しました。入院患者
さんはお年寄りとアルコール症の患者さんが大部分
でした。当時はアルコール症の特別な治療は無く、
精神安定剤や睡眠薬を使い、レクとか作業ばかりで
した（現在は離脱期以外は精神安定剤、睡眠薬は絶
対に使いません 。）
昭和５４年、厚生省主催の久里浜病院でのアルコ

ール中毒研修会に参加しました。その最終日に一人
のＡＡメンバーのスピーチを聞きました。これが私
とＡＡメンバーとの初めての出会いでした。その後
ＡＡやアラノンに魅せられて、何回となく東京のミ
ーティング会場に足を運びました。５７年６月、東
京のＡＡセミナーに入院患者さんを一人連れて出席
しました。５７年９月に長崎で開かれたＡＡステッ
プセミナーに５人の入院患者さんと出席しました。
５７年９月２１日、長崎に参加した人々を中心に、
ＡＡ鹿児島グループが誕生しました。ミーティング
会場は病院の敷地内にあるプレハブでした。その後
退院したＡＡメンバーは、月に１度長崎ＡＡに通っ
ておられました。病院ではどうしようもなかった患
者さん達が回復される姿を見てＡＡの力に驚いてい
ました。５８年７月、ＡＡは自立しなければいけな
い、病院に依存してはいけないと会場を市内の教会
に移されたため、入院中の患者さんたちは出席でき
なくなったので、立腹し、前の会場（病院内のプレ
ハブ）で下田グループを新しく創設したのです。私
は全く関知しませんでした。
またこの頃は、ＡＡ鹿児島グループも２年を経過

し、すばらしいグループとして成長していました。
退院後は必ずＡＡに紹介するようにしました。この
新しい治療が始まってから、どんどんと回復者が増
えてまいりました。ＡＡがあったればこそと思って

おります。
病院の治療プログラムはＡＡミーティングとは全

く異なります。この治療は、①動機づけ ②自己変
革 ③ＡＡについての勉強の３つの目標を持ってい
ます。入院治療は建築に例えますとあくまでも基礎
工事であり、本工事は退院後のＡＡ出席であると信
じます。
病院では月曜から金曜まで毎日、午前午後グルー

プ治療が行われます。夜はＡＡ下田グループに出席
しでもらいます。退院前２週間は市内の他のグルー
プに出席を義務づけております。ＡＡの無い地域か
らの患者さんや独り住いの人達はＡＡ出席が困難と
なり、スリップの危険が大ですので、ソーバーハウ
スと名付けられた３つの共同住宅に、３人、４人、
５人と共同で生活をしてもらいます。昼間は病院で
治療を受け、夜はＡＡ出席を義務づけております。
ハウス入所後３ヶ月過ぎるとアルバイトを許可しま
す。働くようになってもＡＡ出席だけは義務づけま
す。このようにしてハウスで生活した人の６０％は
回復し、その中でも１年間ハウス生活をした人は、
その８０％が回復されます。
種々、心理療法（交流分析、ゲシュタルト療法、

エンカウンターグループ等）に出席しますが、ＡＡ
の１２ステップに勝るものは無いように思います。
ア症からの回復には、関係ある全ての人達の協力

が必要です。特に病院とＡＡとの協力は強く望まれ
ます。
今私の病院とＡＡとは、とても良い関係にあると

思います。良い関係を続けるためには、私達病院側
もＡＡの伝統１０を守り、ＡＡに対しては意見を持
たないことが大切だと思います。いつまでも良い関
係でありたいと願っております。
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ＡＡＡＡＡＡＡＡ北海道北海道北海道北海道１２１２１２１２周年周年周年周年 ラウンドアップラウンドアップラウンドアップラウンドアップ
テテテテ－－－－ママママ ＝＝＝＝ 北北北北のののの原始林原始林原始林原始林のののの中中中中でゆっくりやろうでゆっくりやろうでゆっくりやろうでゆっくりやろう

会場：支笏湖観光ホテル（千歳市支笏湖温泉）
0123-25-2211

（ ）、 （ ）、 （ ）日時： 年 月 日 土 日 日 日 月1989 6 17 18 19

広大な北国北海道にＡＡが紹介されてから１２年
……。様々な困難な問題に当面しながら現在では、
『飲まないで生きよう』を合言葉に、札幌を中心に
小樽、帯広、清里、紋別、伊達、浦河と１０数ヶ所
のミーティング場（グループ）に広がっています。

、 、社会から見離され 死への行進を続けていた仲間が
ＡＡに出会い、生きる仲間を探し求め大きく社会に
羽ばたく姿を見ることが出来るようになって来まし
た。今年１月北海道インターグループをも発足させ
更に飛躍しようとしています。しかし、病気はしつ
こく我々に迫ってきます。そこで１２周年では広い
北海道で＝ゆっくりやろう＝をテーマに全国の仲間
と原始林が残る支笏湖で語り合い、遊ぼうと計画し
ました。新緑の６月北海道に集まろう。

［プロ グ ラ ム］
( ＝ミーティング）M

月 日（土）6 17
： ～ 受付13 00
： ～ ： 仲間との分かち合い16 00 17 00
： ～ ： 夕 食18 00 19 00
： ～ ： 各地グループ紹介19 00 21 00

＊ 時間開放ルームで仲間との交流24
月 日（日）6 18
： ～ ： 朝食7 00 8 00

9 00 11 00 M： ～ ： 小グループ
（ ）11 30 13 30： ～ ： 昼食 趣向を凝らしています

： ～ ： 関係者の話し14 00 15 30
15 30 17 00 M： ～ ： へルパーズ・ネットワーク

Mヤングクローズド
： ～ ： 夕食18 00 19 00
： ～ ： ラッフル・イン・フィーバー19 30 20 30

20 30 21 30 M： ～ ： ゲストスピーカー
＊ 時間ルームで喜びを分かち合い24

月 日 (月）6 19
： ～ ： 朝食7 00 8 00
： ～ 遊覧観光バス出発（支笏洞爺8 30

国立公園・他）
連絡問合わせ先：

011 824 4670ＡＡ北海道インターグループ （ ） -
0155 24 8130〃 〃 -（ ）

日本１５周年記念集会ニュースAA
No 3関東甲信越地域 ．

１５１５１５１５周年記念集会周年記念集会周年記念集会周年記念集会
ツアーツアーツアーツアー募集近募集近募集近募集近づくづくづくづく！！！！！！！！

関東甲信越地域ツアー委員会は、旅行業者と打ち合わせを重ねつ
つ、いよいよ近日中に記念集会ツアー参加予約受付を開始します。
お金をためて、休みもとれるようにして待っていて下さい。

ＡＡ日本１５周年「特別献金」は、本年１２月
末日までで、目標額１００万円に対して４月４日
現在、 ， 円の献金が全国から集まってきて357 944
います。引き続き、メンバー及びグループからの
献金をお願いいたします。

ＡＡ日本１５周年記念集会運営委員会
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!!!!☞グ ルグ ルグ ルグ ル ～～～～ ププププ 便便便便 りりりり
高知グループ

①メッセージは何のためにあるのか？
経験が示す通り、他のアルコール中毒者と一緒に働

くことは、ほかの活動が良くないときでも、この行動
はアルコールをやめ続けることを確実にするものであ
る。また、自分を助けてくれた人々の恩に報いる最良
の機会にもなっている。それゆえに、メッセージを運
ぶことは最も重要な目的であり、第一の理由なのであ
る。

②メッセージはどのように行えばよいか？
自分の体験を伝えることである。かつてどのようで
、 、 。あり 何が起きて 今どのようであるかを正直に話す

では実際にはどのようにするのか。まず、自分自身の

偏見を捨て、また偏見を刺激するような言葉は使わな
いようにすることである。彼が自分のことを話せるよ
うに、アルコールをやめるために悪戦苦闘したことの
経験をすべて話す。一杯のアルコールで、自分の考え
や行動が正気でない世界に入っていったこと、あの奇
妙な歪んだ精神状態が自分自身の意志の力ではどうす
ることもできなかったことを話し、それによって病気
であったのだということに気付いたことを話す。しか
し、彼にアルコール中毒者であるということを認めさ
せようとしてはならない。また、やめるように勧めて
もならない 彼自身に結論を出させるようにする 自。 。（
分の話ばかりではなく、彼にできるだけ自由に話しを
させる時間も必要である 。そして自分に何が起こっ）

高知グループは１９８５年９月１日、わずかな仲間
で発足致しました。当初は体験が乏しく、ツーステッ

、 。プダンスで ただ仲間ヘメッセージを運ぶだけでした
それでも一人二人と仲間が増え始めました。その中の
一人に、かつて教職の方がいて、１２＆１２とビッグ

、 。ブックを読んでくれて 一語一字を勉強したそうです
だから、今でも高知グループではそれらを中心に勉強
しています。
火曜日のオープン・ミーティングでは入院中の仲間

は勿論、病院のワーカーにも出席していただいていま
す。水曜日は市の中心部から２０分ぐらい南に行った
浦戸湾に面した精華園という病院に行きます。希望者
がいる時には必ず仲間が出席してミーティングを開い
ていますが、もう１年余り続いています。金曜日の愛
宕病院は市の中心部にあります。愛宕病院では一度独
立して愛宕グループをと試みましたが仲間の退院等で
うまくいかず、今は高知グループとして活動していま
す。
中島町のミーティングでは毎週木曜日はビッグブッ

クを「医師の意見」から「１１章」までを少しずつ通
して勉強しています。土曜日は伝統の１から１２まで
を繰り返し勉強しています。他の曜日は今月の場合、
ビッグブックの第５章の４ステップの箇所を勉強しま
す。但し新しい仲間が出席した時はビックブックの初
めに戻るか体験談を行います。
ミーティングの時間は約２時間です。まず司会者が

ビッグブックまたは伝統を少し読んで、その中で分ら
ない字や理解できない言葉の質問に対して各人の意見
が出ます。だから一晩に１ページも進まない日がたび

たびあります。
毎月１５日はビジネスミーティングの日です。これ

も発足当初から続いています。司会者は１週間交代で
すが、書記と会計は６ヵ月交代で、献金は６－３－１
プランに基いて行っています。ミーティング場は１年
を通して中島町教会を借りています。毎月最後の火曜
日の午後に大掃除を行っています。電気代は月に３千
円収めています。時々、協力者の別荘をお借りして１
泊２日の日程でレクと勉強を兼ねた催しをすることが
あります。その場合でもミーティング場には必ず誰か
いるようにしています。各地域でのオープン・スピー
カーズミーティングにも出来るだけ出席するようにし
ています。
１９８７年１１月３日に東京の仲間の応接を得てオ

ープン・スピーカーズ・ミーティングを行いました
が、機会があればまた行いたいと思っています。高知
は遠い所といっても地続きになりました。大勢の仲間
の御来高をお待ち致しています。
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プ ロ グ ラ ム
＜午 前＞
： ～ ： オープニングセレモニー10 00 10 15
： ～ ： 個人の話（ステップ）10 15 10 45
： ～ ： グループの話（伝統）10 45 11 15

休 憩

： ～ ： ＡＡの現状（ＡＡとは）11 30 12 00
： ～ ： 昼 食12 00 13 00

＜午 後＞
： ～ ： 関係者の話13 00 13 30

寿福祉センター 村田 由夫
： ～ ： 関係者の話13 30 14 00

ＡＳＫ代表 今成 知美
： ～ ： 関係者の話14 00 14 30

東京工業大学保健管理センター
教授 板東 稔

休 憩
： ～ ： ディスカッション・ミーティング14 00 15 50

（関係者・パネラー）
： ～ ： 終りにあたって15 50 18 00

＜＜＜＜関東甲信越地域関東甲信越地域関東甲信越地域関東甲信越地域＞＞＞＞
パブリックパブリックパブリックパブリック・・・・ミーティングミーティングミーティングミーティング開催開催開催開催

主催主催主催主催： ＡＡ： ＡＡ： ＡＡ： ＡＡ関東関東関東関東サービスサービスサービスサービス常任委員会常任委員会常任委員会常任委員会
ディレクターディレクターディレクターディレクター：：：： 広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会

余寒もめっきり薄れ、日一日と暖かくなってまいりました。皆さまには各地域のグル
ープのサービスにご活躍のことと存じます。
さて、このたびＡＡ関東サービス常任委員会では、アルコール依存症者の手助けのた

めに、この病気に関心を持っておられる方々に『ＡＡ』を紹介させて戴く『パブリック
・ミーティング』を下記の通り開催することになりました。
各分野の方々、ご家族の方々と一日ゆっくりとＡＡを通して語らい、いろいろな方に

ＡＡを広く知って戴き、あらゆる立場からアルコール症者への手助けにご協力を仰ぎた
く、ここに開催するものです。どうぞこれから来る仲間のためにご賛同下さいますよう
にお願い申し上げます。

記

開催日時： 平成元年５月１９日（金）
場 所： 東京都社会福祉総合センター（セントラルプラザ）５階
参加費： １０００円

たか、霊的な体験を正確に話す。だが、宗教教育をし
ようとしているのではないこと、いかなる宗教、宗派
の代表者ではないこと、自分が話していることは一般
的な原理についてだけであることをはっきり話す。そ
して、メッセージにすぐ応じなくとも、がっかりした
り、焦ったりすることはない。心から興味を持つまで
待つことである。

③自分自身、メッセージはどのような時期に行うのが
よいか？

自分の難題から逃れたときがよい。それはアルコー
ルをやめてから一過間、一ケ月、三ヶ月等がすぎたか
ら、という期間ではない。
そしてサービスと同時に自分自身の回復のために行

っているということである。近くの、遠くへのメッセ
ージ、１０円で電話をする、一杯のコーヒー、病院と
の協力、パンフレット、本、出版物、事務所との関わ
、 。り 最も大切なことは一人一人の自発的な献身である

俊信


